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前稿ではジュラ問題を平面と時間軸にそって可能な限り与件を提示しつつ一方で問題提起を行った。このプロブレ
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本稿で扱う範囲では、ごく平板にならして一一一一口えば、人間が生きるのに依拠したがる（しなくてはいられない）・関
係をもちたがる（一体化したがる）外的な「なにものか」（実体的であるのかそうでないのかを本論ではとくに問題
とする）を指し、集団に関してのそれがそもそも本論の出発点になっていることもあって、むしろ、一番広くはくエ
重ならない。
マティックは次に集約されるだろうＣ
ｌこの分離運動の存在理由は外的要因だけからは解きほどけない。狭義の政治的・経済的・社会的文脈に焦点を
あてたアプローチでは十分な説明体系を作れないだろう、という予感。ある側面の説明には有効としても、おそらく
本質解明の有効性を持たないだろう。
こむしろジュラ運動の動因とメカニズムをアイデンティティという人間的地平に置き直して考えてみる必要がな
いか。すなわち〃分離という意味“の発生メカニズムを分析すること。ただ、ここでは、アイデンティティを定式化
することを目的にするものではない。学説紹介、検討、比較あるいは種々の定義、類型論や用語規定などは本論の目
我々が思い描く〃アイデンティティ“とは、たとえばエリクソンの用語のように精神分析ともパーソナル・ヒスト
リー的発達段階概念とも基本的な視点で、関係が薄い、とあえて言っておこう。あるいはフロイトの『自我論』など
はその中で批判的に紹介されているトロッターなどの理論がヒントにはなるが、しかし本質的には、やはりほとんど
この方面の研究、とくに文化人類学的アプローチは我々の関心と重なる部分が多い。一方、政治学や歴史学的関心
からのエスニシティ研究は現象的分析にとどまることが多く（最近のケースで一一一一口えばソ連・東欧の民族問題）、いわ
と
す
る
）
を
指
し
、
集
団
に
関
‐
スニシティ〉概念と重なる。
この方面の研究、とくに一
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る方法を採りたいと思う。
三さらに、アイデンティティ創出の内的構造から「円環」というダイナミズムが確認できないか。
四これらの問題を解くために、とくにジュラ問題にかかわった文学者たちがその作品でどのようなモノ・コトに
まなざしを集め、そこから、どんなイメージをジュラに付与し、それがどのような経緯で〃ジュラ〃になっていくの
かに着目してみる。作家にジュラのアイデンティティの考究のための測鉛を降ろす理由は、政治的プロパガンダや住
民意識調査などの直接性から極力離れたかったからである。住民が実際の分離運動において、その態度を決めるとい
う結果は見られるが、運動がすでに存在した・している以上、一切は逆転し、彼らのラディカルな意味での大義は隠
蔽され、どのような言説にも我々が接することは不可能だからである。この意味でも、我々は、作家の発言の中で、
ジュラ問題を直接に論じたようなものは出来うる限り排除するつもりである。
＊
 
＊
 
以上の点を念頭においてこの章では次の四人の作家・詩人を選び、作品や発一一一一口から彼らの〃ジューフ〃の分析を試み
ば〃自己アイデンティティ“の意味発生点にまで遡られることはまずない。あたかもある民族がアプリオリに実体的
に存在し、それが他の民族（あるいは他の集団）と軋礫を起こすかのどとくアプローチされているのがほとんどであ
る。それはその領域の研究特性として当然なのであろうが、我々としてはたとえば、言語ひとつとっても、人間が一一一一口
語を異にするという文化的な価値的側面、またその言語は即民族自決の請求の権利になりうるかという疑問など多く
の問題が等閑に付される傾向が気になる。
本論では、あえて〃個人〃というフレームワークを出発点にして〃集団〃との接点、一体化などについて考究をす
すめる。と同時に、クンシュタッタ１などの静止的・分類的な理論とは異なって、我々としては、動因に常に直に遡
作
品
や
発
言
か
ら
彼
ら
の
〃ジュラ〃
の分析を試み
6３ 
（２） 
ジ
ャ
ン
・
キ
ュ
タ
キュタはジュラ問題に積極的に係わった作家である。スイスから離郷していたが、（そして今はもうスイスには住
んでいないが）ジュラ問題のために一時帰国をわざわざした。彼らジュラ出身の詩人を括って《ジュラ詩人》と一般
に呼ぶが、キュタはフランス国籍を持つ今でもその呼び名を受け入れている。しかし、皮肉なことに、「ジュラに帰
国していた間は、自分本来の詩作など一切出来なかったし、しようとも思わなかった」と述懐している。「すなわち
闘争に明け暮れていた。当時、もちろん作品は書いている。しかしそれらはプロパガンダの消耗品と考えている。ア
ラゴンの抵抗詩みたいなものだ」とも一一一一口う。もうすにし彼の言葉を聞こう。
「しかし、あの体験は実に貴重だった。アンガージュマンという意味で。政治と文化が一つの目的のために合体す
ることはめったにないことだからだ。文化人と一一一一口われる人はすべてなんらかの形で参加できたからだ。この体験が自
分の生涯の中で一番美しいものだと思っている。しかもこの戦いの先頭を切ったのが詩人だったことをほこりに思っ
ジ
ャ
ン
・
キ
ュ
タ
］
田
口
Ｏ
ご
月
月
少
目
アレクサンドル・ヴォワザールシ］の〆四目曰のご○田鈩宛ロ
ロジェⅡルイ・ジュノ幻・ぬの『‐Ｆ・曰の】ごｚｏＣ
ユーグ・リシャール団長げ①の四○国し閃□
これらの作家は今世紀におけるジュラ問題の発生から終結までに立ち会ったいわば〃ジュラ世代〃のある意味で代
（１） 
表である。彼ら以外に何人かの著述家がさらにいるが〈う回は補足の形でふれるにとどめる。
てみよう。
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その出発点からいまでも彼は自分をアラゴンやヴァレリの系譜に位置付けている。言うまでもなく政治的な意味で
アラゴンに、詩作の技法と精神においてヴァレリにである。自由あるいは独立というタームでジュラと結び付き、精
（７） 
神的〃地縁“としては実は希薄なはずの彼は、そうなると、ブルターニュの独立でもよかったのではないかという疑
問が生じるが、今回のテーマからは離れるのでここでは掘下げない。
これらいずれにも見られるキュタの二面の使い分けはなにかいかがわしいものを感じさせる。しかし、この二面性
とはたんに、同一平面上の一一項の比較の問題ではない。時間の軸においての一一つの契機の問題なのである。すなわち、
キュタにとってジュラは、ジュラ問題によってはじめて触発されて生まれた。ジュラが示差的に提示されてはじめて
ジュラが、いささか外面的ではあるが、彼のものになったということである。逆ではない。それは、占領下のフラン
たのだ。
彼は母親がフランス人であることもあり、またジュラでもフランスと国境を接するアジョワ地方出身であることも
（５） 
あって、歴とした〃フランス派〃と一一一一口ってよいだろう。顔がフーフンスを向いていれば、ジュラ問題の図式は〃仏語文
化対独語文化“という側面も根底にはあるだろう。一九四一一年に彼が創設に参画したく弓。辱のの』の卑自Ｏの》（フラン
（６） 
スヘの門）という出版社の名前がそのことを象徴的に語っている。同じ事は、彼の第一一次大戦中の〈富国］ｍＥＯｏの貝》
（『吐き気』）という詩集のタイトルにもよく表れている。というのは、彼は中立国スイスの市民としてナチ占領下の
フランスを「痛ましく感じ」（日巴目８の日の別義）、あたかも自らの文化への屈辱的仕打ちととってこの歌を作っ
てまた戻って行った。
（３） 
ている」
（４） 
キュタはかなり単純明快に「ジューフは長らくベルンの植民地だった」と認識し、形どおりのアンガージュマンをし
6５ 
この詩編の巧拙は別にして、この一節で「祖国」（冨三の）が示差的に立ち現れることがよくわかる。ここには喪
失についての哀惜の念が歌われるがその喪失感は奪回願望を（絶望的にだが）内に秘めている。このようにして空虚
が「祖国」を惹起するというプロセスはわれわれのかんがえるアイデンティティの本質をいささかでも説明しないだ
が「祖南
ろうか。
スがドイツとの関係で示差的に浮き上がってはじめて母なるフランスを掴んだ彼の青春時代と相似の反応だと一一一一口って
よい。「吐き気」の一節を見てみよう。
彼の詩作品に直接〃ジュラ“が現れるのは一九六○年以降のことである。とくに帰国中の一九六六年から一九七一一
調
べ
も
見
あ
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公
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に
。
き
み
の
心
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が
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こ
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い
。
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ら
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は
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み
よ
（８） 
き
み
は
歌
声
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え
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し
か
な
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の
だ
。
か
の
地
の
、
ど
こ
情
火
に
情
の
な
く
ぼ
く
か
ら
去
っ
た
も
の
は
悲
し
く
重
い
。
ぼくに残っているものには祖国がぬけおちてる。
か
の
地
の
、
ど
こ
か
雨
の
下
で
は
、
6６ 
ジュラ問題 アイデンティティ研究序説（下）
（９） 
年に頻出する。その中でも「一九七四年の待降節の第一曰」に出版されたくｚ・の］ｑ》凸・』の》（「アジョワの降誕祭」）
はきわめてジュラに密着した詩である。そのために我々はその一三七聯に及ぶ四行詩（一五節に分れる）の中から、
直
裁
的
で
あ
る
き
ら
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
も
あ
れ
キ
ュ
タ
の
〃
ジ
ュ
ラ
〃
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
キュタは母の危篤の報にパリからふるさとのポラントリュイに駆け付ける。
母の臨終からこの詩は始まる。母の喪失は母の存在の確認となり、それは母にとどまらず母なるものへの覚醒につ
ながるだろう。すなわち〈郷土〉である。それらは後に見る。まず第一聯、第二聯と最終聯を見てみよう。
最
後
の
降
誕
祭
だ
ね
。
表徴からわかる、
か
あ
さ
ん
、
空
を
見
て
ご
ら
ん
、
こ
の
土
地
か
ら（、）
死者の土地へ。
あ共、かあさん、行ってしまうんだね。
か
あ
さ
ん
が
行
っ
て
し
ま
う
。
か
あ
さ
ん
、
雪
が
降
っ
て
い
る
。
ぼ
く
を
降
誕
祭
に
呼
び
戻
し
た
その行間から読める。
か
あ
さ
ん
が
行
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
6７ 
三節目では詩人は、アジョワ地方の土地の名前を列挙していく（この節のみヴィルギュルで鎖状につらなる一一一
（旧）
聯）。ジュラのだれにとってもこの上なくなつかしく響く土地の名前（「ぼくたちの村々の名前」）を大道芸人の口上
よろしく述べ立てる。しかも、他者にとってはまったく意味・喚起力を持たない固有名詞が、いわばこれ見ょがしに
立て板に水と流れ出す。〈ダンヴァン〉〈ブレソクール〉〈シャルモワイュ〉〈パロシご〈ポンフォル〉など、よほど
（、）
母が去ろうとして初めて「この土地」が詩人の土地になる契機がここに見られる。
「雪」はジュラの風土的象徴である。「降誕祭」はカトリックのジュラの時間的象徴であり、それと同時に、この
詩のタイトルとなっていて、救世主すなわちジュラの解放の担い手の降誕を意味する。「死者の土地」は上にある。
母
に
「
空
を
見
て
」
と
叫
び
掛
け
な
が
ら
、
自
分
も
新
し
い
「
土
地
」
を
渇
望
す
る
。
そ
れ
は
上
位
の
土
地
、
す
な
わ
ち
新
生
ジ
ュ
ラ
州
と赴かせる。
る
も
の
〃
（
さ
ら
に
でもない。
「モンジョワ様」三・且＆のというのは、中世仏語で、〃境界石〃であり〃国の守護“である。そして、このことば
を叫びながら中世の兵士たちは戦ったという。母の死と差し違えるように掲げられるこの強烈なイメージは、〃母な
る
も
の
〃
の
一
切
の
絶
対
至
上
権
の
宣
言
と
と
れ
る
。
、
、
、
、
、
、
さらに「モンジョワ様」は〈アジョワ地方〉と〈ジョワ〉（喜び）との暗黙の懸け一一一一口葉になっていることは一一一一口うま
母
に
扇
である。
このように「この土地」は母の死と引き換えの空隙を埋め合わせるように自己のアイデンティティの再確認作業へ
（ｕ） 
モンジョワ様だよ。
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詳しい地図でも見ないかぎり見付けられない、人口数百人程度のあるいはそれ以下の村の名前がそれぞれ意味深く歌
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
ま
で
詩
人
が
こ
だ
わ
る
こ
の
紐
帯
と
し
て
の
「
固
有
名
詞
」
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
認
は
第
九
節
目
の
八
、
九
聯目でもみられる。
さ
ら
に
、
ポ
ラ
ン
ト
リ
ュ
イ
の
町
に
お
い
て
は
こ
の
地
名
列
挙
は
細
分
化
さ
れ
、
通
り
の
名
や
建
物
、
酒
場
の
名
に
ま
で
お
よ
ぶ
。
〈ボルト・ド・フランス〉〈アノンシアード〉〈トゥール・ド・コック〉などの固有名詞は土地の人に直接聞くか詳細
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
も
繕
か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
ま
し
て
や
、
〈
ポ
ム
・
ド
ー
ル
〉
と
か
〈
ド
ゥ
・
ク
ヒ
な
ど
の
ビ
ス
ト
ロ
（
ら
しい名前）はさらに一身専属的喚起性しか持っていない。
地名はここではトーテムであり、個別化と排他性の機能をもつ。このことによって差異は尖鋭化し、集団のアイデ
われるのである。
さ
ら
に
、
ポ
ー
フ
ンティティは強烈になる。
幸
せ
へ
の
渇
望
が
ふ
る
え
だ
す
丘
の
名
前
、
野
原
の
名
前
山
の
名
前
、
大
地
の
名
前
石
の
下
の
顔
々
の
名
前
夫
地名よ、さ迷える村よ、
そ
れ
を
手
に
す
る
と
き
、
ハ
ー
ト
の
形
を
し
た
そ
の
堅
琴
を
見
付
け
6９ 
こ
れ
ら
は
い
か
に
も
直
裁
で
、
テ
ル
伝
説
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
な
ど
い
か
に
も
安
直
で
あ
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
の
関
心
か
ら
は
ず
れ
（Ⅳ） 
（岨）
（四）
る。この手のアジテーションは「一世紀半の不幸」「ジュラはベルンのごみ箱になった」「（ジューフは）籠の中の鳥」
（卯）
（皿）
（皿）
「アジョワ、汝を愛す」「雪川が降るそしてぼくの大地は熱い」「ぼくたちの夜を解き放つ騎馬団」などにも見られるが、
五
節
目
で
は
歴
史
の
軸
を
巡
っ
て
の
詩
編
が
並
ぶ
。
空
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
加
え
て
時
間
の
共
有
財
産
が
一
覧
表
に
な
る
。
父
が
生
き
、
隣
人
が
生
き
祖
先
が
生
き
た
共
通
の
時
間
（
歴
史
）
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
共
有
財
産
と
し
て
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
軸
は
あ
ま
り
に
も
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
そ
の
八
聯
目
、
九
聯
目
は
、
ベ
ル
ン
「
併
合
」
後
の
ジ
ュ
ラ
で
あ
る
。
騎兵を、お巡りを、
ド
イ
ツ
野
郎
を
、
ゲ
ス
ラ
ー
を
、
ぼ
く
た
ち
は
押
し
付
け
ら
れ
た
、
代
官
を
、
杭
の
上
の
帽
子
を
、
あ
れ
か
ら
警
察
が
や
っ
て
来
た
。
教
会
の
中
か
ら
追
い
払
わ
れ
て
ぼ
く
た
ち
は
納
屋
の
中
で
、
ミサや聖体秘跡をした。
（ｕ） 
風
の
中
の
刈
り
入
れ
み
た
い
に
。
杭の上の帽子を、
（巧×脳）
ピピシと。
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こ
こ
に
描
か
れ
る
彼
の
身
内
と
手
に
触
れ
ら
れ
る
あ
ま
り
に
も
具
体
的
な
人
々
は
「
彼
ら
」
に
の
み
了
解
可
能
な
世
界
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
我
々
の
世
界
に
は
本
質
的
に
そ
う
い
う
形
で
し
か
モ
ノ
は
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
部
の
我
々
に
あ
る
種
の
不
安
感
を
引き起こさせる。それはおそらくそこにこれ見よがしに顔をだしている彼ら同士の馴れ馴れしさ、つまりよそもの排
除の構造である。一一一一口い換えれば、リアルな個別性を装いながらその小宇宙を普遍化しようとする意図、あるいは、
「彼」の真実が真実のすべてと言う構造である。
キ
ュ
タ
の
青
年
時
代
に
は
彼
の
中
で
ジ
ュ
ラ
は
未
だ
差
異
化
さ
れ
て
い
な
い
、
た
ん
な
る
い
ち
地
域
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
『
ア
ジ
ョ
ワ
の
降
誕
祭
』
以
前
の
詩
が
い
わ
ば
無
国
籍
あ
る
い
は
非
ス
イ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
の
〃
ジ
ュ
ラ
“
が
母
の
死
果てしなく進むアイデンティティの親密化はやがて詩人の身辺に降りてくる。一一一一節には、自分の家が「一五一六
年」に建てられたものであること、「妹」「弟」の身の上、名前、「父」の職業「母」の家事までが歌われる。さらに、
家のそとを「マンドゥレール先生」「テレーズ」「エルサ」「マドレーヌ」「マルグリート」が「通る、また通る」と
画巴》は》（お）
方一一一一口辞典」
（妬）
歌う。
だろう。
す
で
に
こ
れ
は
詩
人
の
ジ
ュ
ラ
で
は
な
く
政
治
家
の
ジ
ュ
ラ
で
あ
る
。
次に、そう頻繁ではないがこの詩には方一一一一口の使用が見られることの意味を考えてみたい。たとえば〈日】‐斤邑‐
（鋼）
（皿）
は巴》はヴァルゼルの説明によれば「謝肉祭の躁宴」のことらしいが、「アジョワ方一一一一口辞典』や『スイス・ロマンド
ここでの方一一一一口は一一一一口うまでもなく内部結束を固め、自らを意図的に有徴にする働きが与えられている。この詩を読む
ことは秘密結社のイニシエーションにも似て、自己の高揚と同時に他者を選別的に見分ける手立てとして使用される
にすら載っていない。
7１ 
以上見たように、キュタに見る〃アイデンティティ“は母という契機にはじまり固有名詞の徹底にあった。固有名
詞は〈アンチミテ〉言ご患（〃内側“〃結束〃）として機能し、場合によっては外側の排除を行う強力な武器である。
これに外側は〃正当に“抗う術をしらない。唯一の対抗手段は自分達も〈アンチミテ〉で防衛することである。その
理
念
的
行
く
末
に
つ
い
て
は
後
に
少
し
考
え
て
み
た
い
。
を契機に天啓のようにどこからか飛来するというのは、たいへん詩的ではあるが、にわかに信じ難い。と言っても、
ま
た
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
た
ジ
ュ
ラ
ヘ
の
愛
着
が
顕
現
化
し
た
と
言
う
わ
け
で
も
な
い
。
そ
う
で
な
く
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
人
間
が
持つアイデンティティへの欲動がジュラを事後的に発見させたというべきであろう。
したがって、キュタにとってのジュラ問題の特質は、すでに構造化されたイデオロギーから遡って発見した《差
異》にある。そしてその契機が母の死であることもこの詩から確認できた。
た
だ
、
『
ア
ジ
ョ
ワ
の
降
誕
祭
』
に
は
分
離
す
べ
き
ジ
ュ
ラ
と
い
う
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
ま
り
に
も
強
く
前
面
に
出
て
い
る
き
ら
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
詩
人
と
詩
が
ジ
ュ
ラ
分
離
運
動
の
高
揚
に
は
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
を
考
え
て
み
る
と
き
に
、
や
は
り
我
々
は
アイデンティティが円環するというダイナミズムを認めないわけにはいかないだろう。実際、この詩はカフェ、大衆
の
前
、
祭
り
の
現
場
で
熱
烈
に
朗
読
さ
れ
た
。
い
わ
ば
詩
人
の
天
才
が
使
用
し
た
道
具
立
て
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
内
的
構
造
の
潜
在
的な喚起力を持っていたからこそひとぴとがジュラⅡアイデンティティの再確認をし、そのことが運動に拍車をかけ
た
の
で
あ
る
。
（〃）
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
ヴォワザールはジュラ問題でもっとも有名になった詩人である。その作品は分離運動の間、集会があるたびに人々
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に
よ
っ
て
熱
い
思
い
を
込
め
て
朗
読
さ
れ
た
。
その詩はシュールレアリスムとフランス抵抗詩の系譜にあるものでその意味では先のキュタの後輩といえるが、そ
の先輩と異なり、ヴォワザールは根っからのジュラシヤンであり、アジョワ地方を身体で表現するような熱をもって
いる。したがって、彼の場合、以下に見る〃アイデンティティ〃確立のため、分離運動はかなり切実な必然であった。
彼の詩作品はジュラ分離運動においてしばしば政治的プロパガンダとして掲げられ、そのことにヴォワザール自身
も抵抗はしなかったが彼は「詩というのはいつもなにかのメッセージが内包されていると思うが、ぼくはそれを表だ
って述べることを目的としない」「人々はぼくの詩を政治的に読んだがぼくは自己を語った」「政治が主人公でなくぽ
（犯）
くが主人公の詩である」とはっきり語っている。
（羽）
ヴォワザールをジューフ分離に関係させてもっとも有名にした作品が『夜明けの自由』である。この詩集は一九六七
年、運動の高揚期に発表ざれジュラの人々に熱狂的に読まれた。この長詩は〈痛みの国の歌〉Ｏ冨昌冒己この□の
ロの旨の、〈夜鍋の哀歌〉○・自己］四三の山］四ぐの〕］］ｍの、〈死にたくない国によせるオード〉○」の目已ごｍＣＥｐのぐの三宮の
日・巨弓、〈不朽の沖積層〉Ｆのの四一］ロぐ一目の旨８月ロ已二のｍの四篇に分かれているが、直噛をほとんどもたないという意
味で、引用がむつかしい。第一篇の第一聯を例にあげよう。
（釦）
１
‐
１
１
‐
１
 
’一一一口い伝えを読むことをぼくは学んだ。
くたびれた樫の木々の葉陰に、
お蛍受難と麦の切り株の国よ、
おまえの道々の容赦ない俟の中に、
7３ 
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
の
内
面
世
界
が
ジ
ュ
ラ
と
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
な
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
彼
が
自
己
に
密
接
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
潜
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
ジ
ュ
ラ
ヘ
の
想
い
（
愛
情
だ
け
で
な
く
痛
恨
も
、
こ
し
方
の
一
切
）
と
い
う
〃
普
遍
的
ジ
ュ
ラ
“
ラ
の
読
者
の
目
に
際
立
っ
て
映
る
と
い
う
不
可
思
議
な
仕
掛
け
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
し
か
し
、
で
は
一
体
ど
ん
な
ジ
ュ
ラ
に
、
この第一聯の喚起力は、そこに象徴的に語られる「国」、一一一一口うまでもなくジュラという郷土に由来する。そしてこ
の
詩
の
な
に
よ
り
特
徴
的
な
点
は
「
ぼ
く
」
が
濃
密
に
そ
の
国
に
重
な
っ
て
い
く
自
己
史
だ
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
の
詩
で
は
メ
タ
フ
ォ
ー
ル
を
多
用
し
た
極
め
て
抑
制
の
き
い
た
象
徴
的
”
ジ
ュ
ラ
“
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
そ
の
暗
楡
世
界
を
ト
ー
タ
ル
に
支
配している「なにか」があってこれがおそらくジュラの人々にたいしてアルゴのごとくいわば内輪の一言語として媒介
を
要
せ
ず
伝
播
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
感
じ
る
だ
け
で
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
他
者
と
し
て
選
別
さ
れ
る
。
こ
こ
に
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
の
隠
噛
の
二
重
性
の
た
く
み
な
利
用
の
戦
術
が
あ
る
。
つ
ま
り
可
能
性
の
世
界
の
拡
大
、
あ
ら
た
な
イ
メ
ー
ジ
の
創
造
性
と
い
う
本
来
の
機
能
に
加
え
て
、
実
は
隠
噛
に
見
え
て
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
の
世
界
共
有
者
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
直
接
表
現
で
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
二
重
性
で
あ
る
。
に
同
一
化
し
て
い
る
の
か
。
たとえば第二聯目を見てみよう。
夜
の
葉
む
ら
を
通
し
て
ぼ
く
は
た
だ
手
を
差
し
延
べ
る
だ
け
で
い
い
の
だ
な
ん
世
代
も
な
ん
世
代
に
も
わ
た
っ
て
忘
れ
ら
れ
た
母
た
ち
の
白弓已に沈
は
、
ジ
ュ
ど
の
よ
う
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「母」はキュタにも見られた通り、ある人々には不可避的に大地と結び付く、通俗と詩的昇華とのあやうい隠楡で
あり、その母が「忘れられ」「こわい髪の毛」をしている。それは当然〃痛ましさ〃の感情を引き起こすだろう。そ
の母を救う「手を差し延べる」のが「ぼく」の義務でなくてなんであろう。そのぼくは「夜の葉むら」のむこう側に
いる。ジュラの深い暗い森のイメージ。
この中にある「葉むら」「夜」「こわい髪の毛」「忘れられた母たち」などのことばは単純な意味でジュラにかなら
、
、
ずしも直結しない。しかしそれらは単独でなく網の目状に関係付けられると、実は露骨なまでの、あのジュラに確実
に構成される。そこへ「ぼく」がいま参入しようとしている。
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
、
た
と
え
ば
い
く
つ
か
の
聯
を
か
り
に
取
り
出
し
そ
の
テ
ク
ス
ト
中
に
配
置
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
「
語
」
を
見
る
と
き
、
必
ず
し
も
直
裁
に
ジ
ュ
ラ
を
語
ら
な
い
語
が
そ
の
詩
編
の
構
成
に
あ
っ
て
は
、
ジ
ュ
ラ
の
人
々
の
胸
に
訴
え
る
た
い
へ
ん
な
起爆性をもつイメージとなりうることを理解するだろう。
「雪の重荷」「耕作」「粘土」「ライ麦」「堆積山」「山腹」「水」「速歩の風」「畝」「背斜谷」「桜草」「乳」「雌羊」「雄羊」「岩
の頂き」「山びこ」「泉」「洞穴」「孤立した小村」「納屋」「夜の凍った曲がり道」「切り立った崖」「森々」「谷々」「野原」
「（ぼくたちの知識を洗濯する）雨」「（差押を消しにする）冬」「蝮」「脈石」「深遡「樫の木」「水源」「リス」「キジ」「フゥ
リン草」「エリカ」「山々」「牧草」「藁ぶき小屋」「川たち」「星々」「ツグミ」「小枝」
こわい髪の毛に触るためには。
7５ 
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
語
は
ジ
ュ
ラ
の
人
々
に
は
さ
ら
に
血
肉
化
し
た
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
背
斜
谷
」
８
日
富
は
我
々
に
は
辞
書
面
で
知
る
限
り
で
は
、
地
質
学
上
の
術
語
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
土
地
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
〃
彼
ら
の
“
「
谷
」
と
か
「
窪
地
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
「
語
」
を
さ
ら
に
全
編
に
わ
た
っ
て
集
積
し
て
い
く
と
き
そ
こ
に
喚
起
さ
れ
る
ジ
ュ
ラ
は
と
て
つ
も
な
く
深
く
大
き
な〃意味“に変容していくだろう。たんなる〃名〃でしかなかったものが詩人のこれらの予一一一一口者的ことばによってア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
喚
起
す
る
〃
意
味
“
へ
と
変
身
す
る
。
こ
う
い
う
意
味
付
け
は
窓
意
的
と
と
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
の
詩
全
体
が
「
詩
」
の
世
界
か
ら
析
出
さ
れ
る
差
異
と
し
て
の
意
味
は
、
あ
き
ら
か
に
〃
ジ
ュ
ラ
〃
を
指
向
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
作
業
が
〃
明
証
的
“
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
詩
が
〃
正
し
く
〃
読
ま
れ
る
と
は
そ
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
臂
え
て
言
え
ば
イ
ヴ
・
ボ
ン
ヌ
フ
ォ
ワ
の
い
か
な
る
詩
の
（犯）
｜
篇
も
ジ
ュ
ー
フ
の
風
景
に
置
け
ば
光
輝
あ
る
根
無
し
草
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
．
（鋼）
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
ほ
ど
手
が
こ
ん
で
な
い
も
う
す
こ
し
単
純
な
ジ
ュ
ー
フ
の
風
景
を
ひ
と
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。
ピ
エ
ー
ル
・
シ
ャ
ピ
ュ
イ
の
二
重
の
意
味
で
「
視
覚
的
」
な
詩
で
あ
る
。
情
景
ク
ロ
ッ
キ
ー
と
い
う
意
味
で
と
、
語
と
行
の
絵
画
的
配
置
と
い
う
意
味
で
で
あ
る
。
た
い
へ
ん
少
な
い
、
し
か
も
あ
り
ふ
れ
た
語
彙
で
ま
ど
う
こ
と
な
き
〃
ジ
ュ
ラ
“
の
冬
景
色
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。
道白
に
染
ま
っ
た
白
ま
た
森
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造
〃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さて、ヴォワザールに戻る。その第一一一一聯目は「痛み国の歌」全四三聯のうちのほぼ半ばにありちょうど頂上を形
づくっている。その中に「ぼくは〈自由〉と一一一一口ったそしてこの国は／蘇生することばの栽培に適している腐植士へ
と
、
大
地
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
だ
ろ
う
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
生
々
し
い
ま
で
に
具
体
的
な
「
土
地
」
と
「
自
由
」
と
い
う
〃
こ
と
ば
“
の
共
生
関
係
が
ま
さ
に
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
の
ジ
ュ
ラ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
と
ば
の
生
命
を
栽
培
す
る
行
為
を
内
包
し
た
ジ
ュ
ラ
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
ジ
ュ
ラ
は
神
が
粘
土
に
息
を
吹
き
込
む
こ
と
で
ア
ダ
ム
を
誕
生
さ
せ
た
よ
う
に
、
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
に
よ
っ
て
〃
創
次
に
、
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
が
「
母
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
ジ
ュ
ラ
に
重
ね
あ
わ
せ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
初
め
に
引
用
し
た
部
分
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
痛
ま
し
い
「
母
」
が
提
示
さ
れ
る
が
、
次
の
聯
で
は
、
そ
れ
で
も
希
望
の
対
象
なのだという認識が示される。
歳
月
の
通
り
す
ぎ
た
（弱）
屋根のちいさな窓で。
か
く
も
深
い
母
た
ち
の
目
は
ま
だ
輝
き
を
失
っ
て
い
な
い
（鋤）
慨
告
口
静
寂
7７ 
「おかあさん、教えて、どうやってたそがれを越えてぼくたちのところまでそんなにもたくさんの襖が燃え続けて
きたの」「かあさんの胸にもたれてごらん、かあさんのかあさんの苦悩が遠くで鼓動しているのがきこえるだろう」
という母の答え。襖Ⅱたそがれがジュラのかそけきアイデンティティの伝承物語の創造でありこれをパラフレーズす
るように母親は「身体」で子供にいのちの継承を教え込むのである。
「おかあさん、教えて、どんな戦懐のためにそんなに大きく目を見開いているの」と問われて母親は「草のざわざ
わという音に重なる馬の疾駆と息子のひたいの下の年来の熱のため」と一一一一口う。いよいよジュラが動き出す、その熱狂
に耐えに耐えてきた母親は身ぶるいを始める。ジュラの始動である。
この四聯にみられるヴァワザールのジュラは母を語り手にしつつ、その母はジュラそのものである。彼の母を語る
「手引き紐」をどんな針で縫ったの？と訊く子供に母親が「何年もかけて切り株を突き刺した、ピカピカ光る（農
業用）フォークだったことを憶えているよ」と答える。「手引き紐」（歩き始めた幼児に着けて大人が握って歩かせる
紐）］亘の円のという語はその他に「森と畑の境界」の意味がある。子供（子孫たち）を導く道具Ⅱ畑の境界Ⅱ森や荒れ
地を営々と開拓した農具Ⅱ母の記憶という連鎖がジュラヘのアイデンティティを引き出す。
「おかあさん、教えて、あんなにやさしい歌声がもう壁の亀裂のなかでふるえているのを聴けないのはなぜ？」と
いう子供に母親は、恐れ山から降りてくる、麦の穂先の涙の露を陶酔させる、風を聴いてごらん、と答える。とだえ
た
ジ
ュ
ラ
の
歌
と
、
人
知
れ
ず
涙
を
な
が
し
て
き
た
つ
つ
ま
し
い
人
を
、
今
こ
そ
、
陶
酔
に
導
く
新
し
い
歌
、
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィのル、ネッサンス。
さらに、最も「母」
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
（妬）
が前面に出るのは〈夜鍋の哀歌〉である。この四聯詩は子供が夜鍋仕事をする母に質問をする
7８ 
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越
者
は
冑
のだから。
口調は特別である。たとえば、別の詩で彼はこう歌う。「ぼくは母の国ご皇の白鷺①曰の］に住んでいる。ぼくはそこに
生き、眠り、食べ動く。ちょうど母の腹にいるように」、「ぼくの歴史〔物語〕はぼくの国とぼくの母とともにはじ
まる」、「ぼくの国はぼくの母だ。ぼくの母の腹は十分に広く〔……〕その宇宙に感謝の念をいだくものである」、「母
（”） 
Ⅱ国Ｆの冨昌の‐目ｐＨのは大地と水の一一重の象徴によって出来ている」などなど。
さ
ら
に
、
そ
の
そ
の
母
は
、
主
体
で
あ
り
客
体
で
も
あ
り
始
め
る
。
す
な
わ
ち
、
母
の
思
い
出
は
ジ
ュ
ラ
の
歴
史
で
、
母
の
希
望
は
ジ
ュラの未来で……という自己一一一一口及の形をとりだすのである。ヴォワザールはさらにこう歌う。
こ
こ
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
本
質
的
な
姿
が
み
ら
れ
は
し
な
い
か
。
客
観
の
偽
装
を
し
て
最
も
客
観
を
排
除
し
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
ア
イデンティティの発生と存在はある。
このように、見る人と見られる人とが一体化する、という意味の自己一一一一口及が可能なのは超越者だけである。その超
者
は
「
母
」
で
も
あ
り
「
国
」
で
も
あ
り
「
ぼ
く
」
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
い
ま
一
切
が
こ
こ
に
同
一
化
す
る
と
い
う
確
認
を
う
け
た
者
、－〆
（羽）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ぼ
く
の
国
と
ぼ
く
と
の
間
に
は
、
歳
月
と
い
え
ど
破
る
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
は
っ
き
り
し
な
い
紐
帯
が
あ
る
」
（
傍
点
引
用
（犯）
ぼくは母の国の内側にいて外側にいる〔：…・〕ぼくは自分の目でぼくであるこの国を見る。そして国はぼくを見る……
7９ 
以上見たように、ヴォワザールのアイデンティティはちりばめられた語の網の目が作り出す意味世界と母性との両
者で創出されていることをわれわれは確認した。そしてとくに国と母についての認識は一一重の意義をヴォワザールに
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。
、
、
、
、
アイデンティティを欲すること。しかし無からは生バー）ないアイデンティティをだれかが「おまえのアイデンティテ
ィはこれこれだ」と神託あるいは天啓のような効果あらしめる形で告げる。息子を主体にすれば、それは「母」以外
にはないだろう。それも、いまこそ立ち上がれと言わんばかりに息子を鼓舞する形で登場する。これは、神から「神
の嘉したもうこの王国から英国人を追い払え」というお告げを受けたジャンヌ・ダルク劇とよく似ている。「英国人」
を「ベルン人」に替えるだけでよい。実際、フランス人が自分をフランス人だと初めて自己認識したのは、クルッィ
（㈹）
ウスも指摘している通り、百年戦争中のこの事件を境に－）てだろう。
ここで、ついでに指摘しておきたいのは、その「母」であれあるいは神であれ、それはある集団、民族に〃えこひ
いき“（身内擁護）をする都合のよいものとして、そうとは自覚されず、登場する点である。ここにアイデンティテ
ィ
の
偽
装
せ
る
普
遍
性
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
は
あ
と
で
ふ
れ
る
。
こうして確認されたジュラは、いまや〈死にたくない国によせるオード〉の最終聯であからさまに語られる。この
六聯の頌歌はまさにギリシャの凱歌だ。初めの二聯では一四行の各行にほぼ一回ずつ「ぼくの国よ」という語が出て
くる。周到な手続きののちジュラが「誰のもの」であるかが宣一一一一口され、最終聯では「時は来たれり」とアジテーショ
ンに入る。もちろんここから先はこの章の探究の対象ではない。
（虹）
ただ、この聯で「ぼくの粘土の国よ」に引き続き「ぼくの、復活しつつある自由よ、ぼくの蘇る｛曰由よ」という句
があることには注［曰しておきたい。ここに「ぼく」の所有するものが国Ⅱ自己というアイデンティティの決定的な姿
8０ 
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与えていることもついでに確認しておきたい。それは「この両者〔ぼくの国とぼくの母〕は終極的にぼくのことばの
（蛆）
中で統一を得る」（傍点引用者）という句にみられる、ジューフにアイデンティティを見出すためにはことば（詩）に
アイデンティティを抱くという一一段構造でありその行為の主体はしかも「ぼく」であるということである。
（㈹）
ロジエⅡルイ・ジュノ
ジュノはアンガジェ作家であり、ジュラ問題とは別に、スイスの中産階級的、偽善的社会に手厳しい批判をしてき
た。このため、彼においては、どちらかというと、作品Ⅱアイデンティティの深まりという出発点をもたず、直接に
分離支持論の政治的・社会的発言が先行するかたちになっている。
し
か
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
や
は
り
彼
の
作
品
の
な
か
に
も
ジ
ュ
ラ
は
遍
在
し
て
息
づ
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
小
説
『
眩
し
い
（“） 
物陰』では実は、舞台がヌシャーアルでありながら、あきらかに冬のジュラの風景をおもわせる叙景が至る所に見出さ
（妬）
れブ●のである。我々はいまここでは、彼が一九五○年代に発表した散文詩『果樹園』と「館」の一節から彼の〃ジュ
（妬）
一フ〃を見てみよう。
染み入るような匂いの霧の季節だ。夜中には物音がしない季節の到来。その寂しさの中で子供時代の恐怖がまたやって来そ
うだ。枯れ枝の林の中をけものがうろうろし、川岸の砂利の上で爪と牙で吠えたり喧嘩をする。岸の向こうの森には女の声
夜になる、駆け足だ。
いに雪の匂いが漂う。
犬が吠えた、乳処理場へ百姓の一番荷車が帰って来たのだ。肌を刺すような霧っぽい空気のなかにふ（仰）
だれかが大声で独り一一一一口を一一一一口う。今夜は凍るんじやねえか。最後のグーフジオラスを切っておくとしよう。
8１ 
ジ
ュ
ノ
の
故
郷
感
覚
は
郷
愁
と
か
少
年
時
代
の
記
憶
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
こ
れ
こ
そ
自
分
に
と
っ
て
血
（⑬） 
肉化した感懐だと一一一一口えば、それは絶対性を帯びてこよう。彼は、今曰ほとんど忘れられた郷土のある作家の作ロ叩を引
き合いに出してこう言っている。「ぼくにとってこの小説にはなにか魔術的なものがある。それはぼくが生活したの
と
同
じ
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
に
巡
り
合
う
か
ら
だ
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
村
は
ぼ
く
の
両
親
の
村
コ
ル
ジ
ェ
モ
ン
以
外
の
な
に
も
の
で
も
（別）
ない〔：：：〕」この「魔術的」な感覚は絶対的である。すなわち他者のコメントを無効にする力を持つ、血肉化した
〃
風
土
〃
と
〃
自
己
“
と
い
う
テ
ー
マ
だ
か
ら
で
あ
る
。
（皿）
ジ
ュ
ノ
の
エ
ッ
セ
ー
の
ひ
と
つ
に
『
ピ
エ
ン
ヌ
と
一
フ
・
シ
ョ
Ⅱ
ド
Ⅱ
フ
ォ
ン
の
問
で
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
ジ
ュ
ー
フ
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る興味深い作品である（ただ、あまりに直接的なので我々の分析資料にはしなかったが）。
こ
の
中
に
ベ
ル
ン
人
と
「
わ
た
し
」
（
ジ
ュ
ラ
人
）
が
列
車
の
中
で
対
話
す
る
場
面
が
あ
る
。
列
車
は
ち
ょ
う
ど
ラ
・
シ
ュ
ー
ズ
川
に
さしかかる。すると、「わたし」は、「この川はベルンの川じゃない」とつぶやく。あいては「分離主義ってそう言う
（皿）
ことが闘いの大義になるんですか」と聞き返す。このやりとりはさきの風景の問題に係わって、アイデンープィープィの
問題を象徴的に表している。ある風物が固有名詞を与えられ個別化し、示差的に〃意味〃を帯び、そのことに意義を
認める者と、たんなる匿名的風景としてしか目に映らない者の共通理解の不可能性である。
ジ
ュ
ノ
の
ジ
ュ
ラ
は
ど
こ
か
ら
が
「
彼
の
」
ジ
ュ
ラ
で
ど
こ
か
ら
が
分
離
運
動
の
ジ
ュ
ラ
か
境
界
が
不
明
で
あ
る
。
け
れ
ど
一
般
に
ど
ん
な
ジ
ュ
ラ
人
に
つ
い
て
も
、
ジ
ュ
ラ
が
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
た
時
点
か
ら
は
、
こ
の
両
者
は
弁
別
し
が
た
く
な
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ティがおそらく円環するだろう、というアイデアのひとつはこの疑問にも発している。
（蛆）
を
し
た
フ
ク
ロ
ウ
が
棲
ん
で
い
る
。
風
の
夜
。
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（岡）
この意味で、ジュノなども編集に参画した『ジュラ・アンソロジー」が果たした役割はジュラ人のジューフを分離運
動のジュラによって隠蔽してしまった最も大きな作為だと言えよう。
（別）
この『ジューフ・アンソロジー』がヴァルゼルを編集責任者に戴き、出版されたのは一九六四年のことであるが、こ
の大部の一一巻本はジュラを、文字文化的に統合したもので、そこには文学作品だけでなく神学、政治学、ジャーナリ
ズ
ム
、
歴
史
、
哲
学
、
科
学
、
経
済
論
な
ど
お
よ
そ
文
字
に
よ
る
文
化
の
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
た
。
こ
の
網
羅
と
い
う
精
神
は
、
ベ
ル
ン
を排除しながら、ラウフェンのドイツ語作品は編み入れろという徹底ぶりにも露骨に見える。編集によって集大成と
い
う
体
系
が
出
来
る
た
め
に
は
〃
体
系
“
の
自
覚
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
こ
で
も
明
確
な
の
は
、
実
体
的
に
ジ
ュ
ラ
が
存
在
し
て
い
た
の
で
な
く
、
示
差
的
に
〃
ジ
ュ
ラ
〃
と
い
う
構
造
を
創
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（弱）
ユーグ。Ⅲゾシャール
（髄）
（師）
リ
シ
ャ
ー
ル
は
「
南
」
の
貧
し
い
農
家
の
出
身
で
、
そ
の
愛
郷
の
か
た
ち
は
、
詩
集
「
こ
こ
』
や
、
次
の
『
陽
節
」
の
一
節
に
よ
く
現
れている。
実に、人になつかず、
よ
く
降
る
雨
の
せ
い
で
足跡も残さず、
あの春は、今もぼくの体内に鮮やかな血をめぐらしている
ジ
ュ
ラ
の
森
々
は
ぼ
く
の
知
る
限
り
｜
等
美
し
い
実
に
、
人
に
な
つ
か
ず
、
深
く
8３ 
しかし、彼の選び取った生き方となると、この契機が逆に働く。というのは、次に彼は、「それはそうだが、ぼく
はもうジュラには棲まない〔：…・〕とくにジュラ問題が起こってからはこのことについてぼくは沈黙をしている。
〔……〕なにか喋ってはいけないような気がしている。もし喋るようなことがあると、ぼくの存在に一番使いたいと
（印）
思っている大義を犠牲にしてしまうおそれがあるようなかんじがしたからだ」と一一一戸っているからである。そしてさら
のである。
この風景はまどうことなきジュラである。そのジュラを「｜等美しい」というリシャールという詩人はそのときジ（弱）
ユーフに深く魅入られている。「ぼくがどこにいようとも、どこに行こうとも、ジューフはぼくの中に棲みついている」
突
き
あ
げ
ら
れ
て
そ
し
て
ぼ
く
の
子
供
時
代
朝
が
古
い
灯
火
を
吹
き
消
し
た
あ
の
登
り
来
る
春
に
（記）
ぼ
く
は
ま
っ
す
ぐ
山
頂
へ
歩
い
た
昔
日
の
雪
影
が
足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
き
ら
め
く
ひ
と
か
た
ま
り
の
星
宵
が
村
を
覆
っ
た
曙が
樅
の
間
を
騒
が
し
く
わ
た
り
、
そ
し
て
後
ろ
に
は
'￣、
： 
： 
： 
し〃
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に、「〔…．：〕ぼくの〈内部のよそもの》というかんじはなんとも説明し難い居心地の悪さを分泌する。それは、故郷
（皿）
の高原を歩いているときも、近隣の地域を歩いているときもぼくにつきまとっているのに気が付く」それはどう払い
退けようとしてもかれから消え去らないと言う。
「何曰かしてぼくはあらん限りの力と情熱でこの地を嫌悪してやった。それはこの地が気紛れにぼくたちを支配下
に置くからだ、〈歴史〉なんて物が勝手に区分けした地域だからだ、破廉恥に骨の髄までぼくたちのエネルギーを吸
い取るからだ、ぼくたちからやさしさを、笑いを奪い取るからだ、果てしない世界や、山の向こうの別の世界や、べ
（塊）
っのぼくたちが存在することをぼくたちに亡心れさせてしまうからだ」
つまり、リシャールのいう「大義」とは他の分離主義者と逆に〃外〃なのだ。我々の興味をひく点は、キュタやヴ
オワザールの抱く同じ郷土がリシャールにおいてはアルピヴァレンッな存在になる、という転換のしかたである。し
かも、リシャールは愛郷というアイデンティティは窮屈な「自己」を強制しないか、もうひとつの自由、すなわちア
イデンティティからの逃走の自由の否定にならないかという批判をも惹起している。言い換えれば、民族抑圧（があ
ったとして）から自由になる自由は民族から自由になる自由と共存できない、という問題をはらむ。
とは一一一一口え、彼は、彼の愛するヌシャテル州出身の詩人サンドラールと異なり、故郷というアイデンティティとの対
と
は
言
え
、
彼
は
、
彼
の
愛
す
る
『
決に苦しんだことも確かである。
「《ここ（ジュラ）で幸福でいるためには、ここにあるものを称揚するだけで十分だ》とピエールⅡオリヴィエ・ヴ
ァルゼルは故郷のアジョワ地方を紹介しがてらどこかでそうもらしている。〔：…・〕。なにを称揚するかって？彼は、
恐ろし山（モン・テリブル）、アレーヌ川、ピュール高原やファイ高原、リュセル湖を次々と挙げている。彼は自分
の故郷にいると、まるで〔：。…〕降誕祭前の雪みたいに心安らかなのだ。雪は翌年の豊作の守り神でもあるし。ぼく
8５ 
（岡）
は、こんなに自然なまでにこだわりなく心から自分の故郷と関係を持てる彼がうらやましい。」というリシャールは
ヴァルゼルやその他の分離主義者とまったく同じ故郷を同じなつかしさで触れていながら、「幸福」という一点でそ
うなれなくて彼らを「うらやましい」と告白している。
同じ風景、歴史がいかに悪意的に使用されているか、本当に「分離運動」の必然はあったのか。ただやっかいなの
は、アイデンティティが何らかの社会的意図で一旦唱えられると、それはいつのまにか実体的な存在になり、〃実際
に“問題を引き起こす、ということである。
（Ｍ） 
問題が引き起こらないほうの例にはこのリシャールのほかにヴィールジル・ローセルの例があげられる。ローセルは
ジュラを初めて自覚的に取り扱った碩学である。その守備範囲は専門の法学から文学、歴史、創作におよびその多く
がスイス・ロマンド、とりわけジュラを中心に据えている。我々は、彼のジュラヘの思いのたけを表白した数多くの
詩を知っている。それらは今曰、詩と呼ぶにはあまりにも稚拙ではあるが、その素朴な思いは十分理解できる。
ぼくはジュラを愛す。祈るように愛す。
だから、どのようにとかなぜとか聞かないでくれたまえ
「ぼくのジュラ」
草の陰にも隠れてしまうぼくのちいさな故郷
そこには自慢できる高峯も、大都会もないけれど、
ひとは鼻先で笑うけれど、
ぼくはジュラを愛す、ぽ〃
（髄）
ぼくは、心の目でジュラが見える。
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ローセルは確かにジュラの自覚的「発見者」だった。この詩は分離主義者によって歌われれば、反ベルンの大義と
なり得たかも知れないほどの〃絶対性〃を持っている。しかし彼はこれらの愛郷詩だけでなく、その膨大な愛郷的
（町）
著書のどこでも、ジューフの分離について、あるいはベルンに対する敵対を意味付けるように語ったことはない。ベル
ンのジュラに対する政治的・社会的「支配」は彼の時代のほうがより大きかったにもかかわらず、である。その理由
は、ローセルが、ジュラをスイスに、スイスを汎フランス語文化圏にひいては汎ヨーロッパ文化圏へ組み込みたいと
（閉）
い
う
、
一
九
世
紀
の
知
識
人
ら
し
い
お
お
ら
か
な
理
想
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
（的）
ジューフの始めての自覚的詩人はヴェルネル・一フンフェールと一一一一口われるが、かれは長いパリ滞在の後、結局帰郷する
ことになる。しかし、帰って来たものの、懐かしいはずのジュラはまるで死んだようなたんなる田舎だった。「ぼく
の
ふ
る
さ
と
の
ジ
ュ
ラ
。
人
も
物
も
平
穏
、
秩
序
、
静
寂
、
安
定
。
そ
の
す
べ
て
が
ぼ
く
に
と
て
つ
も
な
い
冗
談
と
し
か
思
え
な
か
（、）
った」。そのまるで「無人島のような」ジュラでの灰色の絶望的な生活を過ごすなかである曰、ふとしたことで、一プ
ィポデーの「スイスの中の一切が我々に見落とされている」という一文がランフェールの目に止まる。この言葉に雷
に撃たれたように触発されてランフェールは郷土の再発見を始める。曰常の凡庸さを変容させるその苦しい作業を通
（汀）
じて彼は「一切の出来事は内にこそある」という結論に達する。
郷士と詩人という問題は、曰本でも、近代詩人たちの多くが味わった大問題でもあった。啄木、藤村あるいは朔太
郎などの人口に膳灸している作品の多くは「ふるさとは遠きにありて思ふもの」と歌った犀星を引くまでもなく、何
ぼ
く
の
愛
す
る
さ
さ
や
か
な
こ
の
故
郷
、
ぼ
く
の
祖
国
（船）
最
期
の
息
を
ひ
き
と
る
ま
で
こ
の
国
は
ぼ
く
に
と
っ
て
す
べ
て
な
の
だ
。
8７ 
らかの意味で故郷に対するアンピヴァレントな感情を歌ったものだ。しかしランフェールはそれを故郷の側へ沈潜す
ることで解決しようとした点で、結局、都会側に附いた日本の詩人達と根元で異なる。
このようにランフェールには郷土を、いわば努力でもって発見することによってアイデンティティを獲得しようと
いう涙ぐましい奮闘がある。「敵」はベルンでなくパリであり都会だったのだ。
（犯）
似たことが、一八四七年に発足したくジューフ振興協会〉という組織の活動についても一一一一口える。ちょうどロマン主義
の興隆期に重なるこの文化活動は一種の地方主義の目覚めに支えられ〃ジュラ愛郷心“が前面にでている。そうでは
あるが、それはく外〉を排除する形でなく、むしろ世界に向かって市民権の名乗り上げをする形でのジュラの自己主
張である。パリなどを射程に入れた外と通底することによって水質を同質化しようという理想主義に支えられている。
（門）
例えば、その百数十年間の会報に目を通してみても、文学で一一一一口えばジューフの文学者発掘や方一一一一口研究が主流を占める一
方で、ヴィクトル・ユゴーを論ずることが先端的でもあるような雰囲気がある。またベルンにも、一八六二年には支
部
が
発
足
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
リシャールのケースから、我々は愛郷というアイデンティティが必ずしも分離運動や民族自決などに転換しないこ
とを確認した。運動というのは、従って、別の要因、つまりもうひとつの「発見」が働かなくてはならない。それは
アイデンティティをいわば〃理由〃に掲げる、第二の郷土「発見」である。
以上、我々はジュラの何人かの詩人、作家の一一一一口説の中にジュラというアイデンティティがどのように形成され、ど
のように受肉化しているかを検証してみた。いずれもそれぞれの必然を持つ。しかし、それらは、事後的発見ではな
かったのかという疑問がいつもつきまとう。また、民族自決の問題などで常に取り沙汰される（ジュラでも運動のし
8８ 
アイデンティティ研究序説（下）ジュラ問題
詩人の自己Ⅱ郷土という非在のプレザンスも運動にとりこまれて初めて具体化するがそれはアイデンティティの根
本的変質をも意味する。内面の自己目的化が起こるのである。共同体に支えられている一一一一口説が共同体を支える言説
（スローガン）へ逆転するからである。
言語、宗教、地域、歴史、習俗文化などへのアイデンティティは文化として現に存在してしまっている。しかしそ
上で見た通りである。
我々は、アイデンティティがその深層からいかにして化成し疑似的実体の虚像となるかを見てきた。アイデンティ
ティの対象は多義的な指向対象を持ちうる単なる〃モノ“である。しかしそれはある契機をもって一義的意味化が開
始ざれこの上もなくアンチームな〃コト〃と変容する。このコトがさらに第二の〃発見“により、運動になる過程は
ベルでは前面に押し出されていた）言語や宗教がほとんど浮上しないことも意外な発見であった。
このようにアイデンティティが分離運動に至るには、たいへん大きな飛躍があるのではないかということを、我々
は考えざるを得ない。そうするとこの飛躍に至るにはアイデンティティ以外の契機が必要だったのだ。たとえばこう
言う種の民族運動は、権利とか公正さとかへの社会的不満足が、「民族」の名を借りて運動化し、そこで初めて「民
族」が実体化し…：．という過程を経るのではないか。分離をすることがエスニシティの問題を消滅させるならば、分
（刑）
離運動後のヴォワザールも一一一一口っている通り、実はその運動を支えたはずのエスニシーアィの大義自身も消滅するという
こ
と
で
あ
る
。
愛
郷
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
の
は
示
差
的
関
係
性
で
し
か
な
い
以
上
は
。
七
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
円
環
Ｉ
む
す
び
に
代
え
て
Ｉ
8９ 
その同じ道程が個人の中でもおこる。自己に同一化されたジュラを愛する、すなわち、自分で自己を愛し、その愛
を高めるため、愛することを愛する。…・・というナルシスムのスパイラル的上昇である。それは、詩人たちが「ボク」
を見出すためにボクのことば（方言Ⅱアルゴ）に沈潜するありさまとパラレルな風景である。
この円環はベルンを切り離すことを目的としていた運動であったゆえに、その目的が成就された、その瞬間、崩壊
あるアイデンティティ故に分離するのでなく、分離するためにアイデンティティが要請されさらにそれは補強され
（市）
るに至る。たとえば、ジューフ政府の「ジューフの歴史』は彼らの歴史を述べるにあたって、ジュラ地方の氷河期におけ
るネアンデルタール人から始めているのがその例である。これはほほ笑ましいが、すでに〃真性〃アイデンティティ
に対するオプセッションが現れている。
この単なるジュラがある契機により差異化されたジュラに変成し、第二の契機で分離運動に至りそこからジュラは
振り返られ事後的発見の対象になる。このように、アイデンティティは自己言及を永久回避しようとばかり螺旋的に
円環しつつ高揚する。
知られている。
認識も、無視」
発露だった。）
のアイデンティティを、へルダーのぐ○一百三日のようにあたかも計測可能な実体であるかのように神聖視するのは
妄想体系ではある。とくに、その倒錯が排除的、消去法的紐帯にまでいたると共同体保持的なアイデンティティは凶
器と狂気に変身する（ローレーヌ地方出身のモーリス・パレスが旧のの□の日口忌の（屋君）で唱えたく血と大地〉をキ
ー・コンセプトに据えた愛郷主義は結局日ごｍｄ８Ｉｇｄ・ロ島の曰のに変容しナチズムへの地下水脈となったことはよく
知られている。同様、ハイデッガーの旨‐』の『‐言の岸‐の①曰の内実としての冨房の旨がナチズムの共犯者という最近の
認識も、無視はできないだろう。一一一一口うまでもなく、ナチズムは民族アイデンティティと称する大義の最も〃純粋な“
9０ 
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アイデンティティの違いを口実にした分離の大義はある種の失語症にも似て果てしなく個別化にむかう原理である。
しかし共同幻想こそアイデンティティの土壌であり、母の子宮のように自分を包む外枠があって初めて成立する虚構
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
分
裂
志
向
は
い
か
な
る
点
で
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
か
。
そして、そもそも民族自決は集団主義なのか個別主義なのかの疑問をいだかせるのは、この運動がいつも国家を射
程に入れているもう一つの国家主義だからである。分離運動を必然的に内包してしまう制度をめざす矛盾をどのよう
に解消するかという不安を閑却した楽天主義でもある。〃文化的放散〃は必然的に惨禍の元凶となる摩擦を生み出す。
また一方で、人の集団は純粋理念的にどこまで細分化しうるかという反省がそこに欠如している。
おおくの民族自決は「国家」を敵にまわしての運動だが、その行く末に国家がほどけてばらけて別の「民族」集団
国家だけが残るとすれば、相互理解はこんがらかるし、軋礫もひどくなるだろう。いわば方言だけの一一一一口語世界。それ
する。自己目的化していたアイデンティティは一切の抵抗感を喪失し、無重力状態に失墜した。示差的発見に始まる
アイデンティティ追及の円環運動はその終極にアイデンティティの自爆的喪失を必然的にもうひとつの目的にしてし
ま
う
と
言
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
抱
え
込
む
。
闘
い
済
ん
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ジ
ュ
ラ
の
澄
明
な
空
気
に
も
ど
る
。
郷土に対する外侮（と意識されるもの）が自己に対する侮蔑と感じられるのは、ジュラの詩人達が歌ったように、
母に対する愚弄を許せない子の感情である。しかしこのアナロジーについて注意しなくてはならないのは第一に、宗
教
や
言
語
や
郷
土
に
対
す
る
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
擬
制
と
し
て
の
「
血
」
で
し
か
な
く
、
す
な
わ
ち
フ
ェ
チ
シ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
うこと、第二に、にもかかわらずこのフェチシズムがデモクラシーの延長線上で絶対化・特権化されていることであ
る
◎ 
9１ 
ジュラ分離のように故国「物語」にどっぷり一度は漬かってみるのも悪くはないという意味で、ジュラ分離運動に
共感を覚えつつも、我々はアイデンティティという大義から、不謹慎にも、一九世紀のあのゴピノー伯の、抱腹絶
倒・荒唐無稽『人種不平等論』（向のの巴の巨二》旨の、囚］感□の⑩日Ｏのの盲目巴目のの）を思い出してしまう。
集団と集団の間のある軋礫を差別ということばでとらえるのか、不公平ととらえ法的、経済的、制度的な視点のみ
で解決を見ようとする合理主義に転化するのか、この両者は似ていて根本的に矢印の向きがちがう。民族を超える
（モザイク模様になるのでなく真にメルティング・ポットに入る）と同時に国家を豆腐のようにやわらかく水っぽく
し
て
し
ま
う
の
は
人
の
滅
亡
へ
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
し
て
許
さ
れ
な
い
〈
物
語
〉
な
の
か
。
ヒトはおそらくまだ宇宙にアイデンティティを求めるほどの背丈をしていない。とすると、この小さな〃世界“に
生き続けながら、しかも安定したアイデンティティは拒絶しつつ、浮遊し、多重的に〈他者〉をとつかえひっかえし
らを結ぶもの分かりのよい相互尊重（「人類は皆兄弟」）などありえるのか。そもそも民族主義のアイデンティティは、
エスノセントリズム、排外主義、オレの土地主義、夜郎事大、自民族卓越性、異族迫害などと背中合わせの否定的側
面
も
持
っ
て
い
る
こ
と
も忘れてはなるまい。
異民族同士でアイデンティティを共有できるなどということはアイデンティティの形容矛盾である以上、相互摩擦
は必然傾向である。一方、出発原理は大変違う場合があり得ても、民族集団はミニ国家としてまたその内部のサブ民
族のアイデンティティとの軋礫を発生させる可能性を十分に持つ。したがって、アイデンティティに依拠する集団が
有り続けるかぎり、すべての集団は加害者と被害者の可能性を持つ。とくに、より大きな問題は、被害者がその同じ
原理であるアイデンティティを持ち出しては、じっは平等の原理に見えて、問題の本質的解決を永遠に先送りするこ
と
に
な
る
だ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
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補遺『
上
』
の
注
記
（
側
）
で
「
予
定
」
と
し
て
記
し
た
、
ラ
ウ
フ
ェ
ン
地
区
の
帰
属
に
つ
い
て
の
住
民
投
票
が
一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
曰行われた。分析、評価抜きでここに結果報告しておく。
投票の結果、ラウフェン地区はベルン州から分離を決定、バーゼル・ラント州に自主的合併。賛成四、六五二票、
反対四、一一一四一一一票、投票率九三、六割。またこの結果、ヴェルラ村とエーデルスヴィラー村の帰属問題は宙に浮いて
し
ま
っ
た
。
エ
ー
デ
ル
ス
ヴ
ィ
ラ
ー
村
が
バ
ー
ゼ
ル
帰
属
に
難
色
を
示
し
て
い
る
た
め
、
同
村
が
完
全
飛
び
地
に
な
り
ヴ
ェ
ル
ラ
村
と
の
交
換
す
ら
不
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
て
い
る
よ
う
な
グ
ズ
グ
ズ
に
分
裂
す
る
〃
我
〃
と
し
て
（
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー
に
さ
か
ら
っ
て
）
「
堕
落
」
を
あ
え
て
選
び
取
り
「
根
無
し
草
」
に生きることを試みるか、それとも今しばらくロマン主義の物語に耽溺してみるかの選択を迫られていないだろうか。
《圧（１
）
今
回
分
析
の
対
象
に
し
な
か
っ
た
が
、
ジ
ュ
ラ
問
題
で
は
か
な
り
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
著
述
家
に
次
の
二
人
が
い
る
。
次
項
の
ジ
ャ
ン・キュタの弟のトリスタン・ソリエ目風の画口の○一】の【。彼は分離運動では先頭に立った文学者の一人。アジョワ地方
の生活感覚を詩、イラスト、演劇、音楽で表現をした。ジャン・Ｐ・モニエ］の：‐勺】の月の三・口己の【。彼は一九二一年
「
南
」
の
サ
ン
チ
ミ
エ
生
ま
れ
の
小
説
家
、
詩
人
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
や
は
り
ヌ
シ
ャ
テ
ル
で
高
校
教
師
を
し
、
ヴ
ォ
ー
州
に
住
む
。
自
分の著述は自分の血脈の中に生きている風土に根を張る樹木の枝であり葉である、と言い、分離運動は、この「血」
と
い
う
も
の
を
前
面
に
だ
し
て
論
陣
を
張
っ
た
。
（２）ジャン・キュッタ］の：Ｃ昌菌〔は一九一六年、ポラントリュイ生まれ。詩人。ベルン大学法学部出身。一九四二年か
9３ 
〆￣、グー、グー、
１２１１１０ 
，－〆、‐〆、‐〆
（８） 
（９） 
（６） 
（７） 
（３） 
（４） 
（５） 
］ず】口・》ロ・ＪＰ
キ
ュ
タ
は
ヴ
ァ
ル
ゼ
ル
宛
書
簡
で
も
次
の
よ
う
な
表
明
を
し
て
い
る
。
「
ミ
ヌ
ー
（
病
院
の
名
）
の
窓
は
ク
ル
ト
ゥ
ド
ゥ
の
平
野
と
モ
ン
・
テ
リ
ブ
ル
の
山
並
に
面
し
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
ラ
の
自
由
要
求
と
い
う
想
い
が
こ
の
風
景
か
ら
、
い
ま
母
が
死
に
つ
つ
あ
る
こ
の
病
室
発表されていた。
］す】□・】己．］院
旧鴎Ｑ冒爵・旨のｓへ二言（§、）のミ（』①色）》ごｈ困岑、言田口の］の目○口耳胃・己宅・己．『』・
］の目Ｏ昌冒廿之○輿凰苫さ符」①『Ｐただし、この詩は一九六○年頃から断片的に書かれ、随時、集会などで朗読の形で
己。］国－』９
ら四九年にかけてヴァルゼルやシャフテルの、宮澤の［の一一一人で、ポラントリュイに由□三・口の□①の句・弓ののＱの句【目８》》
（フランスへの門）という出版社を興し、この地に文芸運動の種をまいた。その後一九四九年パリへ出たが、一九六
六年に帰国。ジュラ運動に積極的に参加し、とくに問題の昂揚期（七○～七一一年）に属］ロ日ロ耳の愚（自由ジュラ）
と
い
う
か
な
り
戦
闘
的
な
雑
誌
を
主
幹
す
る
。
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
し
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
ラ
・
デ
ュ
ル
パ
ル
に
住
む
。
一
九
六
七
年
〈ジュラ振興大賞〉を受賞。
Ｃ四ぐ亘団のぐ目汕辱ミロミ②ａ醇黛ごミ軋諄ミー冒違獄盲言忌さ胃§ｓ§ご貴臼のミ吾許畠‐・］①霊・ロ密１＄・
己四ぐ己国のぐ口目”ｏｐＱ庁・ロ・房・
アジョワ地方とフランスの類縁性は我々も述べてきたし、多くのスイス人も実感として持っている。ｑ・の。：四四】の
Ｑの閃①百・匡率ロ（跡の罠冑房の菖冴＄乞匡‐』①二つ」宝・
この出版社設立のいきさつについては］の目○三ｓ（の【ロニ【の⑩“旧岡霞言菖、殆さ尉菖冒負巴。・己・「のＣＰに詳しい。
「
ジ
ュ
ラ
は
ア
レ
マ
ニ
ッ
ク
〔
ド
イ
ツ
語
圏
ス
イ
ス
〕
と
は
結
び
着
か
な
い
が
、
さ
り
と
て
ロ
マ
ン
デ
ィ
〔
フ
ラ
ン
ス
語
圏
ス
イ
ス
〕
と
も
親
近
性
が
薄
く
、
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
と
結
び
着
く
」
と
い
う
考
え
方
は
お
な
じ
ジ
ュ
ラ
出
身
の
文
芸
評
論
家
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ァ
ッ
トなどの年来の持論と軸を同じくする。シ巨凹』の計の『国芹の諏言冒亘〔ミミ恩、冒倉賃旨冒ミー辱忍言忌‐浄計喜試］房』．
9４ 
アイデンティティ研究序説（下）ジュラ問題
グー、グー、〆￣、グー、〆￣､〆￣、グー、デー、〆￣、〆～〆向へグー、〆■、
２５２５２３２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３ 
、一、‐〆、－〆、－〆、－〆、－－、‐〆、－〆、－〆、－〆、-〆、－〆、－〆
'－－グー、
２７２６ 
、＝＝、－〆
］す－９．〕ロ．③い
、言・口ご臼ＲｑｏＳ圏鼠忌巳閉寄ご易へ骨へ凶ご肘・』窟『・では〈斤巨‐庁芭〉（「狂気の沙汰」）はあるが『臼が不祥。一方、
□＆の口団国旦の｝“⑦ご圀鼠忌日罵言ご易へ骨冒伝買罵さ弓日魯鳥屋霊・には【巴（「手に負えない」）のみ掲載。
アレクサンドル・ヴォワザールレ一の恩ロ号の『・］の四ａは一九一一一○年、ポラントリュイに生まれ、商業学校を卒業後、
演劇を志し、のち郵便局員、会社員、本屋などをする。詩人として一九六○年代に認められ、分離運動に参画。’九
六七年、〈自由ジュラ賞》受賞。現在ジュラ州文化局代表。フォントネ村に住む。
］す】二・》ロロ．、場、函．
｝す】ロ・）□・国庫
］す｛□・》ロ・ロー
］す』□・）ご・四Ｐ
一ヶ】□・》□・単鈩
］ず】ｑ・》己．』鋲
）す】□・》ご・、陣
］す】。．）ご・、Ｐ
］す】口・〕ロ．、Ｐ
］ず』。．》己．←』・
「ピピ」四目は〈文化闘争》時代のベルン体制派の司祭の名、弔巨庁に由来するが、フランス語では〈小便〉の意味。
に立ち昇って来たのです。このときです、ぼくが骨の髄からぼくと故郷との繋がりを感じとったのは。それは母とぼ
くとを繋いでいたものと同じ強さでした。あえいでいる母とあえいでいる故郷がかさなって見えたのです」
勺・‐○・．三四］ＮのＨ率亀さ奇『己・ミご園ご冒之◎興国苫ご鼠弓・ヨー霊・
］ず】。．》ロ・桿陣
9５ 
〆￣、〆■ヘグー、〆￣へ〆＝へグーへ
３９３８３７３６３５３４ 
、－－、￣、－〆、＝〆、＿〆～＿〆
（兜） 〆￣、〆■､グー、３２３１３１ 
、-〆、－＝、－〆
〆￣、〆－，
２９２８ 
、-〆～=〆
］す】□・）己．②『
『草盗人』［
］ワ』。．》ご・『９
］す】Ｑ・〕己．『ロ
「ぼくには思える、今夜／星のかがやく空が大きく広がり／ぼくたちに近ずくように。そして夜が／そんなにもの光
の向こうですこし明るくはなるように〃そこで茂みがまた茂みの下でかがやき／緑色と、熟した果実のオレンジ色が
濃くなる／天使のランプが近い。見えない炎の／まばたきが普遍の樹木となる」（目ぐのの国・目の【・三目、註弓愚ミごロ
《帛意冒困》己」語・）このすぐれた詩人の、たまたま抜き出した一一聯において、「夜」「星」「茂み」「樹木」はどれだけ
集まっても常に。さらに普遍的世界（ポンヌフォワのいう〈プレザンス》）を強固にするだけあって、郷土に結び付
く地理的、風土的に個別な風景を決して想起させるものではない。だから果実は「オレンジ色」であり「天使」が登
場し、「樹木」はたんなる樹木であるべきなのだ。
ピエール・シャピュイ国のｑのＣ宮已已のは一九一一一○年「南」のタヴァンヌ生まれ。現在はヌシャテルで教師をする傍
ら詩作、評論をおこなっている。シャピュイはジュラ問題からかなり距離をおいて、外から静観していた。ただし、
フランス語の問題にこだわり、分離運動は、’’一一口語問題を第一義にして闘うべきだったと批判している。
国のｑのＣ言弓已の叩く←昏昏言ヱミ行〉曰専斡忌』菖罫・肩符号ＳＣＣ冴吋冒昌囲符§のご言菖討・ロ・墨］＠二
ｎご亀武回昏量貫ロ・］、．
］ウ】ロ・）己．』９
］す〕ユ・）ロロ・』ローい←
己囚ぐ昼国のぐ四口“○℃・口｛・ロロ’四三－巴』・
かＯ
少］の〆四＆『の『。』の四国汕旧騨亀試口いざｇＰ］ｃ①『’引用は、門四二［。ご己四】のロー目已』］ぷの（巴①⑫）》勺の辱の三四『ＳのＱのｚ昌庁（已己）》９
レロの・巨ぐの昌ＲＳＯ盲目〕の（巴『』）を含むブヴェ版（’九八○年）を使用。
函『’四ｍ。
ｈ（閉己○行冒Ｂａ亀、己の曰○℃・口（．ご己．
『、－「⑭。
アイデンティティ研究序説（下）ジュラ問題
〆￣へ〆￣、〆■、
４３４２４１ 
、￣、－〆、－〆
グー、グーヘ〆■、ノーへ〆貢へ〆－，
４９４８４７４６４５４４ 
、＝〆、－－、‐〆、＝〆、－〆、－＝
面）「フランスには神秘的なナショナリスムが生まれた。その最大の象徴はオルレアンの少女の姿である」クルッィウス
『フラン文化論』（大野俊一訳）一九七六年、’六頁。
グー、〆自へ〆￣、グー、〆へ
５４５３５２５１５０ 
、-ン、－〆、-〆、＝〆、－〆
会文芸賞〉受賞。
ロジェⅡルイ・ジュノ宛・ぬのＨ‐門・ロの］目・ロは一九一一一一一年、「南」のコルジェモン○○『ぬ、日・日に生まれる。ヌシャテル
大学文学部卒業後、教師生活をするかたわら小説、文芸評論などの文筆活動をしている．一九六三年〈ジュラ振興協
一ヶ】□・》ロ・一口
］す一ロ・）□・「⑨
」菖尋◎信計冒冒閉討苫蔦』ぐ・］の」や量‐ラ
ピエールⅡオリヴィエ・ヴァルゼル国①ｑの‐○］三国舅「四一雨のＨは一九一五年、ポラントリュイ生まれで、ベルン大学仏
文科教授。マラメルコヴァレリ、ロートレアモンなど象徴派詩研究では世界的に知られる。またジュラ文化研究の著
書も多い。創作はしないが、ジュラ文化を支える具体的な活動、たとえば出版社を興したり文化研究会を創設したり
○己・口戸ロ．、印
｝ず』。．．□・『Ｐ
リュシアン・マルソーＰｐＱ①口三日の①四貝。’八九六年、コルジェモンに生まれる。「作品」というのは負〔雪、。ミミ⑩
口書ご国吻奇ミミ（計ごＯ【，」葛暮＆道、冒冒②暑きＰ已已』』Ｉ圏ｑ
唱山募豊圏霊ミミご旨冒冒‐向三『ミ、‐量菖彗苣①函〕・ロ・］【
（閤員番帛型『、菖菖⑮ａｎ＆〔ざ昌一悪－（号－国ご冨巨②ごヨド⑮」ず（ミーの量只』①「『．
口冒ｇ《弓馬同ひごミ圃冨員已シ、のロ》西○口目曰の」＠霊ａ「
閃○ｍの『－円．】ロロ。皀汕○℃．○岸・ロ・＠②〉ロ・匡堕》ロ・』、。ご・』、⑫）ロ・｛桿函、①（、．
くい⑮『輿囮電〉．〈伊⑮（】言言量〉（へ軍誉ｎ画ごＣの田ご）旨、豊討邑曽琴・ど恥爵（号冒已・野忌冒負冨蒔き、己冒冨符“乞霊・
］す】。．）Ｃ・『回
9７ 
〆■、
６８ 
、－〆
〆■､〆■へ〆－，
６７６６６５ 
、－〆、－〆、－〆
グー、グー、〆￣、〆■、グー、〆芭へ〆￣､〆￣、〆■、
６４６３６２６１６０５９５８５７５６ 
，－〆、＝〆、-”、－〆、-－、－〆、＝〆、＝〆、－〆
（閲）
旧のごミロ苫註画蒼の凰留の、。竪湯＆昏言の冒堕量冴蔚耳冒菖冒冴⑤（］函宅））、罰一②ざ（尉忌一意マミ忌旦、旨の震決罵ご弓浸員、烏②ミ瞬戴魯囚の回
菖・のごミ②（」、毛‐』宅］）》、雰貫高曼、ミロ》ミーミ○冴（皀匡）》囚循曾⑮記ｓ息の風旨ご量の§符量賞め○苫・§ミ、（巴』「）な
ど。彼のフランス語文学圏の拡大意図やスタール夫人（もスイス人であった）とおなＣ独仏相互理解の精神などは、たと
えば次のような著書からよくわかる。悪喜言烏冒罫憲マミミ、雪ミ②烏●専冨恩（』宅←）昂雰言『、旦冨「吾斡冒のミ敬
一ヶ】ロ・》己・骨一陣
］す】ロ・》ご・や鱒
ト閉口・蔓曲虫言ミミ績荷口殉‐○・二ｓ汀⑩翼己・金・皀記・
ヴィルジル・ローセルぐ胃囚］の幻・冊の］は一八五八年、「南」のトラムラン目日日の｝目に生まれ一九一一一一一一年ローザンヌ
に没す。連邦裁判所判事を務めるかたわら、故国への愛郷心あふれる膨大な著作を残した。
］①四目の句の］｝‐Ｃａ・茸（ご署菖＆ミヨ砧詳記・脇具］や霊・ロ」室．
」す】ロ・》己・函餃
］す】□・）己・函Ｐ
○℃．Ｏ岸・己・巨・
トロ、冒易○菖岑ロミ討・Ｈ＠口．
放浪し、
であり、
奇（・乞刮．
することに奔走した。
ユーグ・リシャール田口晋のの頭、富ａは「南」のランポワン巨日す。旨い村出身。一九一一一四年生まれ。青年の頃から
放浪し、一九五九年から一九六八年までパリに住む。現在はヌシャテル州の小さな村に住み、古書籍商を営む。詩人
であり、またプレーズ・サンドラールの研究家でもある。
〈浦へ鳶鼠。－房貝８－ミ量閏目吻旦喜曾ミミ媚昏貝．．Ｃ・函⑭．旨い⑯」ミローの忌只
9８ 
アイデンティティ研究序説（下）ジュラ問題
フロイド（井村恒郎訳）「自我論』一九六六年
フ
ロ
イ
ド
（
土
井
正
徳
訳
）
「
文
化
論
』
一
九
五
九
年
エ
リ
ク
．
Ｈ
・
エ
リ
ク
ソ
ン
（
小
此
木
啓
吾
訳
）
『
自
我
同
一
性
」
一
九
七
三
年
Ｅ・Ｈ・エリクソン（岩瀬庸理訳）「アイデンティティー青年と危機」
（Ⅶ）］す己・》ロ．届Ｐ
（〃）〈ジュラ振興協会〉の。ｇ小示］日四のの』①目の□》ロロ］巳呂・ロはポラントリュイで一八四七年一一月に発足。発起人はストック
マル。月刊の会報を（途絶えた時期もあるが）出し続けていた。
（ね）《〔）ｇＣｑ》○蔓圏（屋乞Ｉ屋、①）》《霞ｑ冒層（屋ヨー屋『、．届ろ‐房留‐こ＄①（Ｏ・）《憤尊薑冒斡○冨冒冒閉計菖蔦曽（］函『、‐届。）》
・薑書・量賜圏（届蜀）等の異なったタイトルで出版された会報や小冊子、新聞形式の印刷物。
（河）□四ぐ昼団のぐ囚貝ｏｐｏ芹・ロ・］毛・
（閥）悪弓言曼冒冒（□、已『［の日の目二の］》向ｓｏ畳・ロのこののシ言冨のの。ｎ国］①の。①］、閃のロロニロロの①９回員・ロｓ］ロ日》邑霊・
＊
＊
 
薗膏風の三言ご甸冒苫。⑮禽弓苫詳言摂営の（屋召）・
（的）ヴェルネル・ラフェール型三の目円内の口許【は一八九八年コルジェモン村に生まれ、村の中学を出るとチューリヒの工
科学校へ入学したが途中でパリに出てジャーナリストを志し、挫折、帰国。ジュラの小さな町サンチミエの地方紙の
編集をするかたわら創作に励む。三十八歳で死す。
（刀）〈ｈＱ討言貧ご菖号（ご§雪忌・忌狩冒冒言冒（』烏ごミミ＆ご爵Ｃｅ函〉（』謁函）旨、旨§、盲二号国ロミ園鼠凰厨］召堕．
文
献
ａ
上
』
で
掲
げ
た
も
の
を
除
く
）
ロ・樗桿頃
九
七
三
年
9９ 
Ｅ・ジェイコブソン（伊藤洸訳）「自己と対象世界」一九八一年
ジャン・ピアジェ他編（佐藤信夫他訳）『集団と個人』一九七二年
Ｒ
・
Ｉ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
（
岡
堂
哲
雄
他
訳
）
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
探
究
』
一
九
七
三
年
ダ
ヴ
・
ロ
ー
ネ
ン
（
浦
野
起
央
他
訳
）
『
自
決
と
は
な
に
か
罠
一
九
八
八
年
Ｎ
・
グ
レ
ー
ザ
ー
Ⅱ
Ｄ
ｑ
Ｐ
・
モ
イ
ニ
ハ
ン
（
内
山
秀
夫
訳
）
『
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
一
九
八
四
年
内
山
秀
夫
『
民
族
の
基
層
』
一
九
八
三
年
Ｇ
・
オ
オ
イ
シ
（
染
矢
清
一
郎
訳
）
『
引
き
裂
か
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
一
九
八
九
年
Ｐ
・
ト
ラ
ッ
ド
ギ
ル
（
土
田
滋
訳
）
『
言
語
と
社
会
」
、
一
九
七
五
年
Ｃ
・
ギ
ア
ー
ッ
（
吉
田
禎
吾
他
訳
）
「
文
化
の
解
釈
学
』
Ⅱ
一
九
八
七
年
ド
ゥ
ニ
・
ド
・
ル
ー
ジ
ュ
モ
ン
（
有
田
忠
郎
訳
）
『
終
焉
な
き
回
帰
」
一
九
七
○
年
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
（
志
村
義
雄
訳
）
「
民
族
』
一
九
五
一
年
エ
ド
ウ
ァ
ル
ド
・
カ
ル
デ
リ
（
高
屋
定
国
他
訳
）
「
民
族
と
国
際
関
係
の
理
論
』
一
九
八
六
年
ラウル・プランシャール（滑川明彦訳）》『フランス系カナダ』一九七八年
ラ
ル
フ
。
リ
ン
ト
ン
（
清
水
幾
太
郎
他
訳
）
「
文
化
人
類
学
入
門
』
一
九
五
三
年
レ
ッ
ク
ス
（
鶴
木
真
、
桜
内
篤
子
訳
）
『
人
種
問
題
の
社
会
学
罠
」
九
八
七
年
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ケ
ー
ギ
（
坂
井
直
芳
訳
）
「
小
国
家
の
理
念
」
、
一
九
七
九
年
宇沢弘文他訳編『国家とは」（講座〈転換期における人間〉第五巻）一九八九年
河
合
雅
雄
「
森
林
が
サ
ル
を
生
ん
だ
」
’
九
八
五
年
丸谷才一「裏声で歌へ君が代』’九八二年
Ｅ
・
Ｒ
ｏ
ク
ル
ッ
ィ
ウ
ス
（
大
野
俊
一
訳
）
『
フ
ラ
ン
ス
文
化
論
』
一
九
七
七
年
佐
々
木
一
司
、
聴
濤
弘
「
社
会
主
義
と
民
族
自
決
権
」
’
九
九
○
年
100 
ジュラ問題 アイデンティティ研究序説（下）
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ゲ
ラ
ー
ル
（
中
野
好
夫
訳
）
「
世
界
文
学
序
説
」
’
九
六
一
年
小
林
秀
雄
〈
故
郷
を
失
っ
た
文
学
〉
小
林
秀
雄
全
集
第
三
巻
一
九
六
八
年
《
文
化
人
類
学
》
（
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
考
）
二
号
一
九
八
五
年
〈ウリ生活》（民族差別への提言）’一一号一九八八年
李
光
一
「
和
辻
哲
郎
北
方
言
語
・
文
化
研
究
会
編
「
民
族
接
触
」
一
九
八
九
年
矢
田
俊
隆
他
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
イ
ス
現
代
史
」
’
九
八
四
年
李
光
一
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
現
代
社
会
」
『
思
想
』
一
九
八
五
年
四
月
号
百
瀬
宏
「
小
国
』
’
九
八
八
年
寺
田
和
夫
『
人
種
と
は
何
か
』
’
九
六
七
年
新明正道「社会意識の問題」一九一一一三年
森
田
安
一
『
ス
イ
ス
ー
歴
史
か
ら
現
代
へ
」
、
一
九
八
○
年
川
田
順
造
他
編
『
民
族
と
は
何
か
」
’
九
八
八
年
長
部
重
康
他
「
現
代
ケ
ベ
ッ
ク
」
一
九
八
九
年
田
中
克
彦
「
言
語
の
思
想
』
’
九
七
五
年
「言語からみた民族と国家』一九八七年
「国家語をこえて』一九八九年
『ことばと国家」一九八一年
芳
賀
綏
「
言
語
・
人
間
・
社
会
』
一
九
七
九
年
馬
場
伸
也
「
カ
ナ
ダ
」
一
九
八
九
年
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
国
際
政
治
」
一
九
八
○
年
『風土」一九三五年
１０１ 
《三千里》（朝鮮の統一のために）一一六号一九八一年
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○の日己Ｏ冨冨＆“ミミミ昼已のｇ冒冒『言信面＆』く蔓ミーのご言・円・己・Ｐごニ
トへ窃臼可蒼、の量。＆ご言へ明（言冒。【】ぷのご日一○口四一のの①ロ旬日ごｎの）三○の笛』）笛口箇③勺胃】の『］や『堕・
富】０ケ四の］【の呉冒いめど討自菖包宛級科・冨貝之口戴○苫Ｑ雰冒・Ｚのョ司曰○局【】這麗・
ロゴの『の回呉のロ『の“旧閼浬斡斡○雷回弔さご両曽ご富Ｅ・串ざごＳ富ご艮夢ご「「・
◎・］］の＆命寺註討§罫・宮斡、烏冒已・冴荷冒員窃符富⑯ござ§註・弓・ロ①日日ご》］や密・
○。］］の日罵いい⑮」宮ミーの冨只ご白○日】の［》ご「『。
Ｏ・］］のｏ黛聿冒員凰蔓ミベー鳶ミ詮乞望・
の①【ぬの国。ごロ①目廼ｈＱＣＣ囲吾８魯討ごｓｓ自冒、烏冒冒億言、冨菖員雷鳥冨冴Ｈ①いい祠四『】の》ご『』．
ご【②ご可のｇｏの庁の侭の【叩旧＆曽○忌烏｝行急戴噂ミミ、ごミロ冨包、．『のぐのご》＄『の。
］の四口ロ①両の一一①－ＣＯ国司〔豆（理○冨曽ロミマ甸傲斡奇記○閉呉Ｃの一ｍロ〕○日》」場Ｐ
Ｃ囚ぐ】ユ団のぐ四口血田司忍ご□ご涙『旦醇ミロミ感さミードロ諒迂（尋ミミ、ごミロ冨已、の苫ご尋績鄭の冨弓菌斡、菖吻・Ｐ囚巨の四口ロの》皀霊・
国の日】－Ｃ○日】ヨロロの田口日茸の冊」爵裏冨曽Ｓ、｝ず冴国再男司臥す○日、》］ｃ霊・
民ぐ。ご国○口【・の戸〈殆》ご弓艶ローユミミミごｓ愚（凰同ミミ慕賜昌自註ロ苫＆寄蜀〉・閃き量、】》ロ菖冨時のａ、のど（迅・岑応量ご○（漂忌募苫○・卯］①『四・
□の己の□の用・后の白・ロけどミ冨貝回へ窃旦蔓ご言・量へ陽・Ｐ目の四目の》皀参
宛○ヶ①耳Ｆ呉。□廿坐＆ご言Ｓ冨尉烏冒菖営◎苫９（ご忌冨穏賜斡○冨・勺日】の》」召①．
●・ロ８ｍこのｑの両の言・亘【宮書曼冒胃・Ｐ目の目口の》］霊函・
函、舜冴凰帛｛国圀の忌決園（明・門囚巨の四口口の》』ｃｍＰ
率い⑮の噸盲討号、ご富、亘（醇曽⑮島田〉琴・忌磧伊囚この四目の》乞置・
因巨＆①の目】庁蔑【Ｐ四己ののご己。、己っぽの“ｈ§巳窃言言亘菖の可言〉の鼠国］囚詳］・ミロヮのＨＰ』ｃ雷．
１０２ 
アイデンティティ研究序説（下）ジュラ問題
ローぐ①円の口呉の貝の》四四口○蔓、屈言ミミ館、ｑ殉‐ｐ『『百局の浅勺○月の昌日］》己路．
○・一一の＆命聾菖暮・冨忌冒冒の畳§の．■ぐ・］の．勺・『【の曰『三》］＠重‐ご霊・
］の四口○口詳四廿旧⑮の串｝〕呵言困旦、」、ロヨＯ量一江ロ界勺○月①ご冑一口ご》］ｃ②ｃ・
叩』く◎鰹口笘ご局・祠○月のロ可ロ】》巴「』・
少一のｘｍｐ＆のご○】の四ａ函旧ロ、旨（忌三旨菖討・「のぐのご〉ご望．
》口。ｓ註口昏ｇＰｓ冒○菖侭言の香ミミ（慰鈩ｈｎのご○奇ミ吻亘》青き由・ぐのぐの】》］＠コ・
血目ｊご忌討②（田ミ田ごロ句量困・旧四この臼］ロの》得＠ｍ＠．
函旧⑮の記囚の自己冴亘ロミ忌画、＆冒困・伊囚巨の四口ロの》］④窪・
“いき』菖菖得へ計ご画時の言菖⑮の・伊ロロの四口目の）ご詮・
”為蔦のロ冴冒の凰己・畠の§恩・『のぐの『》』召、。
”ｈ⑮ご国営意ミ§ｓｓｓ忌曽ロミ高・『のぐの『》巴己・
叩旧○塁烏・『のぐの『）皀冨・
閃○ｍの『１円○口の］目・弓口冒（〕ぎご、＆ご冒冴冨符・Ｐ目の四目の》己⑦函・
困巨、ロ①の用】Ｏけ囚ａ函寄島Ｆ四口の囚ロロ①］雪、。
〈寺斡唇ミ屋の且量①（冒討量、の（計へ苫：三〉・○四目の茸の□のＦ囚巨の四目の》］の国ｑｍｎ」ｃ宅・
血ドロ、冒冴○菖香目量討・Ｐ『。Ｐ乞己・
”』ざ（の§奇肴へ罫。買い目の目口の）］富や．
“、】、且（計どの旨忌已ミロご計・［、①の句○日のｌＱの’二四耳の］）ご雪・
卵〈串》侭冒荷『②之、崎、②〉・Ｐの勺四『の。』①函国・
く弓囚｝の内○の⑪の］叩出冴ご尋甸毎ご一国凰忌烏冒の豊匂馬さミロ菖（号・Ｚのロｎケ鐸の←］ｃ室・
函、患ロざ（§へ忌冒観一意）ミミ、］ご言冒冴Ｑｓミ②（計帛『》国曽ｑの。Ｆ四口のロロロの》］宅、．
1０３ 
一己の『ロの【用のご【の【”、口舌苫の守口二号負ロミゴ何の息亘冴・Ｐ四口の囚ごロの》己「』・
閂の四ヶの一一の【』のの］旨い叩く四口曽苫８ｓミ、〉旨、葺已むめへ：ｈ⑮」尋ｇｚｏ』・ｂｂｑ『、－］』』・》ごロゴの吋の芹、この門口このロロロの。ご缶・
勺目一少＆ふ卵司貫、因の色ミミ⑩牙（＆、旨の菖厨⑮．ｚの言冨庁の｝》］や霊・
ロロ・目ａ三四己ロ①汀、）ミミ牙旦浮、ごロミのごミミ房８菖討冒已ミミ園・国ぐ・］の．ｚのロ０百（の一》巴きのこ＠塁・
の可否ｓの厨ｌの可討、ご深討（行、（計、〔評閃、§己ロ具団のＨＰ』①『ｍ・
句『四口、の閂、］『卵帛｝）国田（計ｍ量冴の『ご室冨口曽＆、．Ｐ四口の四国ロ①］＠ｍ一・
の丙冒烏汁の『の可寄、国罰凄言（計『〔評閃、冒己口具田画『－０戸得や①』・
］曰、シ］亘「のい、”ｈ＆の冨量菖亘のｇ言＆§＆ミニ何冴＆冒曽只臼胃】ｎ戸］ｃ麗・
○ヶ閂｝旨Ｏ］のＲｍｎｎ（津ざ符へ誉岑「豊・ＺのロＯロ山（の］》］忠①．
＆ぐのｍ団のごロの、。『卵四）、言のの．勺囚『】の》ご認・
］の目‐○一四己の○『のぐ・】の】のＨ》閃・｝四己国の、口の］冒忌ｐＣ蔦畳○苫冒冒の愚ミミ§円い寵ご□の］、日・貝皀髻
閃・一口己切凋亘の］旨》内○ｍの『の、富津の円呂苫忌ざへ爵已ミコ三へ昏已①愚行冒冒量§□の一ｍ目・貝』①『←・
内。］四己国の四口の］曰卵ｈ苫量３（邑国§冒貝ご苫》□の］の日○日》ご雪・
少一四旨Ｓの己］］・園呂の盲ミミミ寡風ぐのぐの冒皀君⑤。
”○ｍの『のＳ囚魚（の［》。苫一頃ロ一房一号ミーエ、（Ｈｂ会「ｌＨｂｑ、）》Ｃの－，日○日》』①雪．
ご｝『一ｓ三○の①司旧国鳥ざＣＱ量寄昌一豊科・□の］、曰○日》ご霞．
この研究の一部は法政大学特別研究助成金の補助を受けてなされたものである。
三○口の囚□円ののｍｏｐの己四耳】ｎ口一筋Ｈの曰の日ロ○のぐ一跡『のロ〕のＨｇ日の員の四三四Ｑ四口］の旬日□わ。】の①句○日の『。」）四二○口の］の自国ロぬほのの丙一◎ず四ａ）
＊ 
＊ 
１０４ 
アイデンティティ研究序説（下）ジュラ問題
四二四□四口］の言閂】の１０］＆【の□の冨閂【胃の片口口〆旨のは〔二一○口のの巳ご囚員のの”の①。】ＯのＱののシＨ、宣くのの①庁□の一四Ｃｏｏ巨冒の昌呉』。ご』の一四
両のロニワ｝ご口の①〔○四口（○口・口］ロ［口）団】す］】。（ず⑪口巨のご昌曰○口四一のの畠の①の（国のＨｐの）》団一ご】。（ず、ロロの、囚口さご囚］の①芹ロ曰くの円の辱臼周の（円四口の四ロー
ロの）》国】す］』○号のＣ口の、四二○口ロ］の①庁巨曰くの【の一画］円の（甸国ウｏｐＲｍ）》団］す］一○号、□口のロロウ］］ロロの①（ロ曰くの［の】己胃の（ｚのロ◎す鐸の］））団忌一一○岳、‐
ロロの□巨す］ご口の①芹巨曰くの円の】菌】『の（○のロ、ぐの）・
（ｍ【缶（）
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